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■L1地震とは
橋の供用期間中にしばしば発生する地震動
■L2地震とは
橋の供用期間中に発生することは極めて稀であるが
一旦生じると橋に及ぼす影響が甚大であると考えら
れる地震動

犀角山トンネル

切り取る

斜面の補強

第一白川橋りょう

ケーブルクレーン
上弦材

下弦材

第一白川橋りょうは、平成28年（2016）の熊本地震により、橋を支える部材に変形や破断が多数発生し強度が低下しました。

この鉄道路線を復旧し、美しい風景をふたたび目にするためには、新しい橋を架けなければならなくなったのです。

歴史を刻んだこの美しい橋は、見た目は極力そのままになるよう配慮し、最新の技術で安心安全なものへと生まれ変わります。

MMBは、あの絶景をまた、多くの人の心に届けたいとのおもいで、一日も早い復旧を目指し架替えのプロジェクトに協力しています。

⑤ 橋りょうの部材の撤去

損傷した橋りょうの下部工（基礎部分）を補強するため、
コンクリート及び基礎杭を増設する。（1A・3P）

② 橋りょう下部エの補強 1

橋りょう撤去の準備作業として、橋りょうの部材を撤去
運搬するためのケーブルクレーンと橋りょうを下弦材の
下から支えるケーブルエレクション直吊設備を設置する。

④ 鉄塔及びケーブルの設置工事

犀角山トンネルの出口側（高森側）地山を切り取り、
橋りょう架け替え工事のための施工ヤードを整備する。

① 施工ヤードの整備

⑥

④

列車荷重：EA-15
設計速度：70 km/h
地震荷重：L1地震動・L2地震動
ダム湛水：湛水試験時・設計洪水時
（流水圧、浮力を考慮）

主な設計荷重 支承構造

主要部材

下部工補強

①

⑦ 橋りょうの新設

地震力のような大きな力
に抵抗できる構造

支承高を低くすることで、
転倒に対する安定性が向上

せん断型ピン支承

BP-A支承

上下弦材：箱断面鉛直材：箱断面 斜材：箱断面

対傾構：形鋼

横構：形鋼

軌道桁：Ｉ桁（単純桁）

水平材：箱断面

軌道桁：Ｉ桁（単純桁）

上下弦材：ラティス箱断面鉛直材：ラティス箱断面
斜材：ラティス箱断面

水平材：ラティス箱断面

対傾構：形鋼

ラティス断面とは

横構：ラティスＩ形

断面の構成は、ラティスではなく、
板で構成するように変更するが、
サイズ的な変更はほとんどなし

■基本方針
下部工については、1A橋台の下流側への変位や、橋脚の損傷
が一部みられたものの、既設基礎に対する補強を行うことで、
復旧が可能と判断された。

■橋脚補強
大規模地震やダム湛水の影響を踏まえ、直接基礎形式から杭基礎形式
への補強を行う。杭基礎と既設躯体一体化のため、躯体を拡幅する。

■１Ａ橋台補強
既設直接基礎下の地盤が礫層であったことから、直接基礎形式から杭基礎形式へ
の補強を行う。また、施工性・経済性を考慮し、橋台を新規に構築する。

側面図（当初構造）
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ｱﾝｶｰﾌﾞﾛｯｸ

ケーブルクレーンの鉄塔

崩落した斜面の補強と、橋りょう上部に位置する不安定
な岩塊の落石防止対策を行う。

③ 斜面の補強・落石防止対策

⑥ 橋りょう下部エの補強 2
橋りょう撤去後でしか出来ない下部工を補強する。
（1A・1P・2P）

③

落石防止対策

⑥

⑥② ⑤⑦ ② ③


